
 

 

1 

 

第 1７回岩手看護学会学術集会プログラム 

※ 第 2 会場はサテライト会場です．第 1 会場の様子を配信します． 

 

日時 講演内容 開催場所 

9:00 

9:30 

 

 

 

10:15 

10:30 

 

 

 

12:00 

12:20 

 

 

12:50 

13:00 

 

 

 

 

 

 

14:30 

14:40 

 

15:40 

    

開場 
 

9：30～10：15 会長講演 
 

被災地の研究成果から見えてきた終わりのない災害支援 

演者： 鈴木 るり子  

座長： 外舘 和佳子  

第１会場 

(第２会場) 

  

10：30～12：00 基調講演 
 

最善のコミュニティを目指して―ケアがケアであるために― 

演者： 清水 哲郎 

座長： 濱中 喜代  

第１会場 

(第２会場) 

  

12：20～12：50 一般演題発表(示説) アリーナ 

 

 

13：00～14：30 シンポジウム 
 

最善をめざすケアとジレンマ 

       シンポジスト： 秋場 天晴  

               小林 洋子  

                  遠藤 綾子  

             座長：  大谷 良子  

                             石井 真紀子 

第１会場 

(第２会場) 

 
 

14：40～15：40 一般演題発表(口演) 

 

第１会場 

(第２会場) 

15：40～15：50 優秀演題賞発表 第１会場 

(第２会場) 
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第 17 回岩手看護学会学術集会プログラム 
 

 

 

会 長 講 演            （9：30～10：15 第 1 会場） 

被災地の研究成果から見えてきた終わりのない災害支援 

演者 鈴木 るり子 （岩手保健医療大学看護学部 教授） 

座長 外舘 和佳子 （盛岡友愛病院 副院長兼看護部長） 

 

基 調 講 演           （10：30～12：00 第 1 会場） 

最善のコミュニティを目指して―ケアがケアであるために― 

演者 清水 哲郎（元岩手保健医療大学学長・臨床倫理研究センター長） 

座長 濱中 喜代（岩手保健医療大学 学長） 

 

一般演題発表（示説）         （12：20～12：50 アリーナ）      

 

 

シンポジウム             （13：00～14：30 第 1 会場） 

最善をめざすケアとジレンマ 

シンポジスト    秋場 天晴（国立がん研究センター東病院 看護師） 

小林 洋子（美山病院 緩和ケア認定看護師） 

遠藤 綾子（陸前高田市福祉部保健課 保健係長） 

   座長      大谷 良子（下関市立大学新学部設置準備室） 

           石井 真紀子（岩手保健医療大学看護学部） 

 

一般演題発表（口演）        （14：40～15：40 第 1 会場） 

 

    

優秀演題賞発表           （15：40～15：50 第 1 会場）
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一 般 演 題（ 示 説 ） 

 

                       12：20～12：50   アリーナ  

座 長：高橋 美穂子（盛岡友愛病院） 

 

P-1  経管栄養を併用している経口摂取患者の口腔衛生状態改善への取り組み 

～口腔アセスメントツールとケアプランカードの活用～ 

    〇川崎美樹，工藤弥生（東八幡平病院） 

P-2 受診中断歴のある成人期2型糖尿病患者のセルフケアの再構築に至るまでのプロセス 

    〇添田咲美（岩手保健医療大学）,  

内海香子，工藤真由美，アンガホッファ司寿子（岩手県立大学） 

P-3  緩和ケア認定看護師が捉えた終末期患者の家族が在宅療養の中断に至った要因 

    〇市川咲希（岩手医科大学附属病院），舘向真紀（岩手医科大学） 

P-4  スタッフの皮膚予防ケア能力向上を目指した褥瘡ラウンドの取り組み  

 〇瀨川麻衣，松田寛子，鷹觜彬，西谷幸三，田中奈美，七戸清恵 

（岩手医科大学附属病院） 

P-5  手指衛生の遵守に向けた「WHO多角的戦略」の取り組み 

    〇加登沙織，泉田祐子，浅沼裕美（岩手医科大学附属病院）， 

嶋守一恵（岩手医科大学附属病院内丸メディカルセンター） 

P-6  一般病院における看護師の心理的安全性についての現状調査 

    〇中村由紀，佐々木悠里，竹林和恵，御供優子，今野美加子（盛岡市立病院） 

P-7  COVID-19流行禍の過疎地域にある医療機関の看護師教育についての課題 

～看護部長の視点から～ 

    〇佐藤つかさ（岩手保健医療大学） 

P-8   がん医療に携わるジェネラリスト看護師を支援する研修会開催についての評価 

    〇及川紳代，細川舞，遠藤良仁，新田義修（岩手県立大学） 

P-9   介護老人福祉施設での急変時の感染対策を含めた対応の実態とシミュレーション 

トレーニングのニーズ 

    〇齋藤史枝，吹田夕起子，新沼伸子，赤石美幸（岩手保健医療大学） 

P-10  手術部のシャドウイング実習における指導者の行動評価 

    〇鈴木文恵，畠山亜紀子，山屋文枝（岩手医科大学附属病院） 
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一 般 演 題（ 口 演 ） 

 

                       14：40～15：40   第１会場  

  座 長：千田 睦美（岩手県立大学） 

 

O-1  コロナ禍の面会制限下で一般病棟に勤務する看護師が終末期がん患者の家族に 

おいて大切にしていたケア   

    〇高橋実来（盛岡赤十字病院），高屋敷麻理子（岩手県立大学） 

O-2  在宅ケアにかかわる看護職と他職種の死生観とケアの実態 

    〇村田日菜子（前岩手県立大学），鈴木美代子（岩手県立大学） 

O-3  ペリネイタルロスを経験した父親の就業再開にあたる心理的・社会的支援の 

ニーズ 

    〇西結衣（東京医科大学病院）, 遊田由希子（岩手医科大学） 

O-4  新人看護師の関係性のなかでの自立と社会人基礎力との関連  

    〇松坂朋佳，高橋有里（岩手県立大学） 

O-5  心臓カテーテル検査室におけるＢＬＳトレーニングの取り組み 

～実施後の自己評価と今後の課題～ 

    〇山田あゆみ，山本峰子，植木葉子（岩手医科大学附属病院） 

O-6  スモールステップの原理を用いた助産学生への産科救急シミュレーション教育  

    〇遊田由希子，髙橋淳美，西里真澄，伊藤奏瑛，黒沢悠（岩手医科大学） 

 

 

 

   


